
イージオーダーで御社専用の販売管理システムを開発

販売ＰＬＵＳ®
for Windows/XP/Vista

●受注・出荷・売上・請求・入金・売掛、発注・仕入・支払・出金・買掛・
在庫管理の機能で構成された基本システムです。

●基本システムをカスタマイズしてお客様の業務に最適な専用販売
管理システムを開発します。

●売上伝票は自社伝票、ﾁｪｰﾝｽﾄｱ統一伝票、業際統一伝票に対応。

●得意先は得意先（請求先）＋得意先の事業所＋届先の３箇所まで
取り扱えます。

●売上･仕入を部門別に管理できます。●売上･仕入を部門別に管理できます。

●リレーショナルデータベースに保管された売上・仕入のデータを、部門別、担当別、商品別、得意先別、仕入先
など様々な切り口で任意の期間で集計できます。

●レポートはＥＸＣＥＬに出力可能なので、データを利用してお客様独自の資料作成が可能

●カスタマイズ可能なパッケージなので、お客様の業務に合わせて、画面・伝票・帳票等のカスタマイズやシステ
ムの変更が可能です。

●運用環境はＰＣ1台からＬＡＮ/ＷＡＮ※まで対応しています。※ＭｅｔａＦｒａｍｅ対応

●データベースもデータ量にあわせて、IｎｔｅｒＢａｓｅ(推奨)、MS SQL SERVER 等のリレーショナルＤＢに対応し
ています。

販売 株式会社フューチャーイン 開発 ネットプラス株式会社



販売ＰＬＵＳの機能フロー

受注 売上

請求

入金

売掛

●売上伝票と入金
伝票から請求書を
一括作成

●入金伝票を入力
請求の入金消込可

●月次で締めて
売掛金残高を確定

●受注伝票の入力
●売上伝票の印刷
●送り状の印刷

●出荷処理（売上伝票
作成）
●受注からの発注が可

●売上伝票の直接入力
●売上伝票の印刷
●着荷処理

仕入

支払

出金

買掛

●仕入伝票と出金
伝票から支払明細
を一括作成

●月次で締めて。
買掛金残高を確定

●出金伝票を入力
支払の出金消込可

発注

●受注からの発注が可

●注文書の入力
●注文書の印刷

●発注処理（仮仕入伝
票作成）

●仕入伝票の直接入力
●仕入伝票の印刷
●納品処理



販売ＰＬＵＳの主な機能

●受注 受注伝票の入力、売上伝票の印刷、送り状の印刷、出荷処理（売上伝票作成）
受注からの発注が可能

●売上 売上伝票の直接入力、売上伝票の印刷、着荷処理。

●請求 請求書の一括作成、請求書の印刷。

●入金 入金伝票の入力（請求書の入金消し込み可）

●売掛金 月次の売掛金残高の確定。

●発注 注文書の入力、注文書の印刷、発注処理（仕入伝票（仮）作成）

●仕入 仕入伝票の直接入力、仕入伝票の印刷、納品処理。

●支払 支払明細の一括作成。

●出金 出金伝票の入力（支払明細の出金消し込み可）

●買掛金 月次の買掛金残高の確定。

●在庫 月次の在庫の確定。



販売ＰＬＵＳのメニュー

販売プラスを起動するとメニューが開きます。
●メインメニュー（業務処理）とレポートメニューがあります。

●アイコンをダブルクリック
してプログラムを起動します。



【受注】伝票一覧画面

この画面には受注伝票の一覧が表示されます。
●受注伝票を入力します。●売上伝票を印刷します。●出荷処理をします。 ●受注から発注もできます。
●オンライン受注データもこの画面に表示されます。

●［受注登録］ボタンを押すと、次ページ
の受注伝票の入力画面が開きます。

●伝票を選択して［編集］
［削除］ができます。

●伝票を選択して［売上伝票］が印刷できます。

●伝票を選択して［運送
状］が印刷できます。

●［出荷］処理ができます。

出荷すると、伝票はこの画面では非表示になり、
売上伝票の一覧画面に移動します。

（参考）伝票の選択は、Sift+ｸﾘｯｸで範囲選択、
Ctrl+ｸﾘｯｸで飛び飛び選択ができます。

受注伝票の
一覧表示

（参考）受注入力をせずに
直接に売上入力をしてもＯＫです。

（参考）電子受注（ＥＯＳ）で取り
込んだ受注データはこの画面
に表示されることになります。

●受注伝票を選択して［発注］ができます。



【受注】受注伝票の入力

受注伝票の入力画面です。
●ﾁｪｰﾝｽﾄｱ統一伝票ﾀｰﾝｱﾗｳﾝﾄﾞⅠ型Ⅱ型、業際統一伝票に対応しています。自社（汎用）伝票も可です。

●伝票の宛先を入力します。

・得意先（請求口座）、得意先
の事業所、届先の３箇所が入
力できます。
・宛名の編集もできます。

●得意先に設定されている自社担当名が
ディフォルト表示されます。変更も可能です。

●売上区分（売上、返品、値引、その他）を選択します。
●税処理（請求毎、伝票毎、明細毎）を選択します。
●宛先に設定されている伝票種別がディフォルト表示されます。

●社店ｺｰﾄﾞ等
印字項目

●直送処理も可

●明細行を入力します。

・伝票種別で入力できる行数
がかわります。

・商品ｺｰﾄﾞ（自社）を入力する
と伝票の印字内容が表示さ
れます。

●商品に設定してある入数、
原価、単価が表示されます。

●単価は得意先の単価区分
で単価1.2～が適用されます。

●明細行の訂正ができます。
訂正の前と後が伝票に印字されます。

●受注商品を発注できます。

印字項目



【受注】売上伝票の印刷

受注伝票の一覧画面で受注を選択して売上伝票を印刷します。
●ﾁｪｰﾝｽﾄｱ統一伝票ﾀｰﾝｱﾗｳﾝﾄﾞⅠ型Ⅱ型、業際統一伝票、自社（汎用）伝票の印刷ができます。

①受注を選択して［売上伝票］ボタンを押します。
複数の伝票を一括して選択できます。（伝票種別は混在していてもＯＫ）

②印刷ダイアログが開くので、伝票種別とプリンターを
選択して［印刷］ボタンを押します。

●（参考）伝票のプレビュー画面
ﾁｪｰﾝｽﾄｱ統一伝票ﾀｰﾝｱﾗｳﾝﾄﾞⅠ型



【受注】送り状の印刷

受注伝票の一覧画面で受注を選択して送り状を印刷します。
●佐川急便、ヤマト運輸、福山通運、西部航空の印刷ができます。

①受注を選択して［送り状］ボタンを押します。
複数の受注を一括して選択できます。

②印刷ダイアログが開くので、送り状の種類と
プリンターを選択して［印刷］ボタンを押します。

●（参考）送り状のプレビュー画面



【受注】出荷処理

受注伝票の一覧画面で出荷処理をします。
●出荷をすると「受注伝票」は「売上伝票」になり、受注伝票一覧画面から売上伝票一覧画面に移動します。
●出荷をすると在庫が計上（減少）されます。

①［出荷］ボタンを押します。
②出荷画面が開きます。
・出荷日を指定すると、出荷日以前の明細に
レ点が付きます。
（手動でレ点を付けることもできます）
・［出荷］ボタンを押して出荷します。

（受注伝票一覧画面から、売上伝票一覧画面に移動し
ます。）

●（参考）

出荷をすると受注伝票の［出荷］印にレ点が付いて
売上伝票になります。



【受注】受注からの発注

受注伝票の一覧画面で受注を選択して発注ができます。

①受注を選択して［発注］ボタンを押します。
受注伝票入力画面の［発注］ボタンでも同じです。 ②発注ダイアログが開くので、［新規発注］ボタンを押します。

③受注の商品がセットされて注文書画面が開くので
仕入先を指定して登録します。注文書の内容は変更できます。

④作成した注文書の一覧が表示されます。
１受注から複数の注文書を作成してもＯＫです。

●注文書が印刷できます。



【売上】伝票一覧画面

この画面には売上伝票の一覧が表示されます。受注から作成した売上伝票もこの画面に表示されます。
●売上伝票が直接に入力できます。●売上伝票が印刷できます。●着荷処理をします。

●［売上登録］ボタンを押すと、次ページ
の売上伝票の入力画面が開きます。
（参考）受注入力をせずに、ここで
直接に売上入力ができます。

●伝票を選択して［編集］［削

●伝票を選択して［売上伝票］が印刷できます。

●伝票を選択して［運送状］が印刷できます。

●受注から作成した売上伝票と直接入力した
売上伝票が区別されます。

●伝票を選択して［編集］［削
除］ができます。

・受注から作成した売上伝票
を削除すると、受注に戻ります。
直接に入力した売上伝票は削
除されます。

（参考）
伝票の選択は、Sift+ｸﾘｯｸで範囲選択
Ctrl+ｸﾘｯｸで飛び飛び選択ができます。

売上伝票の
一覧表示●［着荷］処理をします。

お客様に受領確認したら［着荷］処理をします。
処理した伝票にレ点が付きます。

この処理をした売上伝票が「請求書」に記載さ
れます。



【売上】売上伝票の入力

売上伝票を直接に入力する画面です。受注入力の画面と同一です。
●［出荷］［着荷］にレ点が付いているので、入力すると売上計上、在庫計上、請求書の記載がされます。

●［出荷］印はレ点で固定されています。
●［着荷］印はレ点がディフォルトです。



【売上】着荷処理

受注から作成した売上伝票を着荷処理します。この処理をすると請求書に記載されます。

①［納品］ボタンを押します。

③処理した伝票にレ点が付きます。
この処理をした売上伝票が、請求書に記載されます。

②得意先を選択すると売上伝票が一覧
表示されます。

お客様に受領いただいた伝票にレ点をつ
けて［ＯＫ］を押します。

（参考）請求書を発行した売上伝票は
この一覧に非表示になります。



【請求】請求処理

この画面には請求書の一覧が表示されます。
●請求処理をすると、前回請求以降の売上伝票と入金伝票から請求書が一括作成できます。

①［年度］と［月］を選択します。

②［新規作成］ボタンを押します。 ③作成画面が開きます。

・［締め日］を選択して［集計］ボタンを押
します。

●［削除］ボタンを押して請求書が削除できます。 （参考）①［年度］と［月］を選択します。
（作成済みの請求書の一覧が
表示されます）

④得意先に設定してある締日ごとに請
求書の候補がレ点付きで表示されます。

・［作成］ボタンを押すと請求書が作成さ
れて、一覧画面に表示されます。

●［削除］ボタンを押して請求書が削除できます。
［削除］→［新規作成］とすれば何度でも再作成ができ
ます。
●［編集］ボタンを押すと請求書が開きます。
・宛名が編集できます。

・前回請求額が編集できます（ｼｽﾃﾑ移行のための初
回発行だけの機能）

（参考）
未着荷伝票は請求書に
記載されません。



【請求】請求書の印刷

請求書の一覧画面で請求書が印刷できます。

①［年度］と［月］を選択します。
（作成済みの請求書の一覧が表示されます）

②印刷する請求書を選択して［印刷］ボタンを押します。

●印刷プレビュー画面

（参考）
請求書の選択は、Sift+ｸﾘｯｸで範囲選択、

●得意先名（請求口座）

請求書の選択は、Sift+ｸﾘｯｸで範囲選択、
Ctrl+ｸﾘｯｸで飛び飛び選択ができます。

（参考）

得意先の設定（請求欄）で繰越金額の印字
有無が指定できます。

●得意先の事業所名
届け先名の表示

●売上伝票



【入金】入金伝票の入力

この画面には入金伝票の一覧が表示されます。
●入金伝票を入力します。●請求書の入金消しこみができます。

①［年度］と［月］を選択します。

②［新規作成］ボタンを押します。 ③入金伝票が開きます。
登録すると一覧画面に表示されます。

●得意先を選択します。
●請求書を選択します。

①［年度］と［月］を選択します。
（入力済みの入金伝票の一覧が
表示されます）

・選択すると請求書の入金消しこみができます。
・選択しないと売掛金残高に集計されるだけです。

●区分（入金、相殺）を選択します。
●種別（振込、現金、小切手・・・等）を選択します。

●当社負担の手数料を入力します。



【売掛】売掛金残高確定

この画面では、月次の売掛金残高を確定します。

①［年度］と［月］を選択します。

②［売掛確定］ボタンを押します。

③売上伝票と入金伝票が集計されて
売掛金残高が計算されます。

●［売掛クリア］→［売掛確定］の操作で
何度でもやり直しができます。何度でもやり直しができます。
●［前月修正］ボタンで前月残高が修正できます。



【発注】注文書一覧画面

この画面には注文書の一覧が表示されます。
●注文書を入力します。●注文書を印刷します。●発注処理をします。

●［新規作成］ボタンを押すと、次ページ
の注文書の入力画面が開きます。

●注文書を選択して［編集］
［削除］ができます。

●注文書を選択して印刷できます。

●［発注］完了処理ができます。

発注すると、注文書はこの画面では非表示に
なり、仕入伝票の一覧画面に移動します。

●受注から発注した注文書には
売上伝票番号が表示されます。

（参考）注文書の選択は、Sift+ｸﾘｯｸで範囲選択、
Ctrl+ｸﾘｯｸで飛び飛び選択ができます。

注文書の
一覧表示

（参考）注文書の登録をせずに

直接に仕入伝票の入力をしても
ＯＫです。



【発注】注文書の入力

注文書の入力画面です。
●ﾁｪｰﾝｽﾄｱ統一伝票ﾀｰﾝｱﾗｳﾝﾄﾞⅠ型Ⅱ型、業際統一伝票に対応しています。自社（ＦＡＸ）注文書も可です。

●注文書の宛先を入力します。
・宛名の編集もできます。

●仕入先に設定されている自社担当名が
ディフォルト表示されます。変更も可能です。

●仕入区分（売上、返品、値引、その他）を選択します。
●税処理（請求毎、伝票毎、明細毎）を選択します。
●宛先に設定されている伝票種別がディフォルト表示されます。

●社店ｺｰﾄﾞ等
印字項目

●直送処理も可

●明細行を入力します。

・伝票種別で入力できる行数
がかわります。

・商品ｺｰﾄﾞ（自社）を入力する
と伝票の印字内容が表示さ
れます。

●商品に設定してある入数、
原価が表示されます。

●明細行の訂正ができます。
訂正の前と後が伝票に印字されます。

印字項目



【発注】注文書の印刷

注文書の一覧画面で注文を選択して注文書を印刷します。
●ﾁｪｰﾝｽﾄｱ統一伝票ﾀｰﾝｱﾗｳﾝﾄﾞⅠ型Ⅱ型、業際統一伝票、自社（ＦＡＸ）注文書の印刷ができます。

①注文書を選択して［印刷］ボタンを押します。
複数の注文書を一括して選択できます。（伝票種別は混在していてもＯＫ）

②印刷ダイアログが開くので、伝票種別とプリンターを
選択して［印刷］ボタンを押します。

●（参考）ＦＡＸ注文書のプレビュー画面



【発注】発注処理

注文書の一覧画面で発注処理をします。
●発注をすると「注文書」は「仕入伝票（仮）」になり、注文書一覧画面から仕入伝票一覧画面に移動します。

①［発注］ボタンを押します。
②発注画面が開きます。
・発注日を指定すると、発注日以前の明細に
レ点が付きます。
（手動でレ点を付けることもできます）
・［発注］ボタンを押して出荷します。
（注文書一覧画面から、仕入伝票一覧画面に
移動します。）

●（参考）
発注をすると注文書の［発注］印にレ点が付いて
仕入伝票（仮）になります。



【仕入】伝票一覧画面

この画面には仕入伝票の一覧が表示されます。注文書から作成した仕入伝票もこの画面に表示されます。
●仕入伝票が直接に入力できます。●仕入伝票が印刷できます。●納品処理をします。

●［仕入登録］ボタンを押すと、次ページ
の仕入伝票の入力画面が開きます。
（参考）注文書からでなく、ここで
直接に仕入伝票も入力ができます。

●伝票を選択して［編集］［削除］

●伝票を選択して［仕入伝票］が印刷できます。

●注文書から作成した仕入伝票と直接入力した
仕入伝票が区別されます。

●伝票を選択して［編集］［削除］
ができます。

・注文書から作成した仕入伝票を
削除すると、注文書に戻ります。
直接に入力した仕入伝票は削除
されます。

（参考）
伝票の選択は、Sift+ｸﾘｯｸで範囲選択
Ctrl+ｸﾘｯｸで飛び飛び選択ができます。

仕入伝票の
一覧表示●［納品］処理をします。

仕入先から納品されたら［納品］処理をします。
処理した伝票にレ点が付きます。

この処理をした仕入伝票が、売上に計上され
ます。在庫もプラスされます。



【仕入】仕入伝票の入力

仕入伝票を直接に入力する画面です。注文書の入力画面と同一です。
●［納品］印にレ点が付いているので、入力すると同時に仕入計上、在庫計上がされます。

●［発注］印はレ点で固定されています。
●［納品］印はレ点がディフォルトです。



【仕入】納品処理

注文書から作成した仕入伝票（仮）を納品処理します。この処理をすると仕入と在庫に計上されます。

①［納品］ボタンを押します。

③処理した伝票にレ点が付きます。
この処理をした仕入伝票が、仕入に計上されます。
在庫もプラスされます。

②仕入先を選択すると仕入伝票が一覧
表示されます。

納品されたものにレ点をつけて［ＯＫ］を
押します。



【支払】支払処理

この画面には支払明細の一覧が表示されます。
●支払処理をすると、前回支払以降の仕入伝票と出金伝票から支払明細が一括作成できます。

①［年度］と［月］を選択します。

②［新規作成］ボタンを押します。 ③作成画面が開きます。

・［締め日］を選択して［集計］ボタンを押
します。

●［削除］ボタンを押して支払明細が削除できます。①［年度］と［月］を選択します。
（作成済みの支払明細の一覧が
表示されます）

④仕入先に設定してある締日ごとに支払
明細の候補がレ点付きで表示されます。

・［作成］ボタンを押すと支払明細が作成
されて、一覧画面に表示されます。

●［削除］ボタンを押して支払明細が削除できます。
［削除］→［新規作成］とすれば何度でも再作成ができ
ます。
●［編集］ボタンを押すと支払明細が開きます。
・宛名が編集できます。

・前回支払額が編集できます（ｼｽﾃﾑ移行のための初
回発行だけの機能）



【出金】出金伝票の入力

この画面には出金伝票の一覧が表示されます。
●出金伝票を入力します。●支払明細の入金消しこみができます。

①［年度］と［月］を選択します。

②［新規作成］ボタンを押します。 ③出金伝票が開きます。
登録すると一覧画面に表示されます。

●仕入先を選択します。
●支払明細を選択します。

①［年度］と［月］を選択します。
（入力済みの出金伝票の一覧が
表示されます）

・選択すると支払明細の出金消しこみができます。
・選択しないと買掛金残高に集計されるだけです。

●区分（出金、相殺）を選択します。
●種別（振込、現金、小切手・・・等）を選択します。

●当社負担の手数料を入力します。



【買掛】買掛金残高確定

この画面では、月次の買掛金残高を確定します。

①［年度］と［月］を選択します。

②［買掛確定］ボタンを押します。

③仕入伝票と出金伝票が集計されて
買掛金残高が計算されます。

●［買掛クリア］→［買掛確定］の操作で
何度でもやり直しができます。何度でもやり直しができます。
●［前月修正］ボタンで前月残高が修正できます。



【在庫】残高確定

この画面では、月次の在庫を確定します。

①［年度］と［月］を選択します。

②［在庫確定］ボタンを押します。

③売上伝票と仕入伝票が
集計されて在庫金残高が
計算されます。●［在庫クリア］→［在庫確定］の操作で

何度でもやり直しができます。何度でもやり直しができます。
●［前月修正］ボタンで前月残高が修正できます。
●［単価修正］ボタンで単価が修正できます。



【基本的な操作方法】

販売プラスの操作方法は、Windows標準に準拠しています。各種の画面で基本的な
操作方法はほぼ共通です。ここでは「受注」画面を例にあげて説明します。

●メニュー
クリックして、操作を選択します。

●ツールバー
よく使う操作が置かれています。

●ポップアップメニュー
右ボタンをクリックして、メニューを開きます。

受注の一覧表示

●操作方法
①操作の対象を選択（クリック）します。
・行を選択すると［編集］［削除］などの操作ができます。
・行を選択していない状態では、新規作成の［受注登録］のみが操作できます。
②メニュー、ツールバー、ポップアップメニューのいづれかから操作を選択します。

（参考）受注の入力画面は、下記の各種の操作で開けます。
最初に受注（行）をクリックして選択する。
方法１．メニューの［受注(F)］の［編集(E)］を選択。
方法２．ツールバーの［編集］を押す。
方法３．ポップアップメニューの［編集(E)を選択。
方法４．受注をダブルクリックする。
方法５．［Enter］キーを押す。


